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鳴門教育大学授業実践研究
－学部・大学院の授業改善をめざして－
第１７号　２０１８
Ⅰ．はじめに
　小学校学習指導要領社会科（２００８年）の「指導計画
の作成と内容の取扱い」には「身近な地域及び国土の遺
跡や文化財などの観察や調査を取り入れるようにするこ
と」とある。同様の指摘は次期の小学校学習指導要領社
会科（２０１７年）においても見ることができる。このこ
とから，小学校社会科では，子どもにとっての「身近な
地域」にある遺跡や文化財を教材化することが求められ
ているといえる。実際，それぞれの地域に合わせた「副
読本」が開発されており，そこには，地域の課題の継承
や発展，歴史的事実への言及が記述されている（梅野・
佐藤　２０１６年）ことが指摘されている。しかし，地域
の多様性を考えると，教材化はまだまだ必要といえる。
　筆者らは，これまで，小学校における概念の習得・活
用を行う授業を開発・実践し，習得・活用すべき概念の
具体を提案してきた１）。本研究では，これまでの先行研
究の成果を踏まえつつも，授業の概念の獲得といった学
習方法から内容に視点を移し，地域の実態に即した副読
本の開発を行う。本研究では，鳴門西小学校にご協力を
いただき，当該小学校を中心とした地域の副読本づくり
を行った。この鳴門西小学校のある鳴門市は，かつては，
「塩業」で栄えた地域であり，そして，現在の大塚グルー
プの創業である大塚製薬工業部ができた地域でもある２）。
そのため，副読本では，「塩」をテーマと設定し，地域の
変遷に着目することとした。
　以上を踏まえ，平成２８年度の「教育実践フィールド
研究」では，「わたしたちの暮らしと塩」をテーマとした
小学校地域学習の副読本づくりを行った。（井上　奈穂）
Ⅱ．教材開発の過程
⑴　鳴門の塩について
　１６世紀末以降，塩田開発とともに展開した当該地域を，
地域学習の対象とする際に重要なのは，ⅰ入浜式→ⅱ流
下式（１９５３年〜）→ⅲイオン交換膜法（１９７１年〜）と
いう製塩方法の展開が，そこに生きた人びとの社会に大
きな変化をもたらした点である。ⅰは，海・太陽・燃料
等を利用した製法であるが，塩田経営者と浜子（労働者）
という雇用関係を内包し，労働者の集住という都市的要
素を地域にもたらした。しかし，ⅱ浜子の削減→ⅲ塩田
の廃止といった高度経済成長期前後の変化は，地域の社
会的諸関係と大地に根ざした生業とを解体させた。「身近
な地域」の歴史から，地域における生活構築の歴史と，
中央の政治史や社会構成の変化をもとにした時期区分で
は捉えきれない側面とを，読み取ることができる。
（町田　　哲）
⑵　副読本の作成計画
　⑴の理解を踏まえると，地域の遺跡，文化財として福
永家住宅跡が挙げられることが分かった。では，福永家
住宅とは，どういったものなのだろうか。
　福永家住宅とは，１６６１年に高島村（現：鳴門市高島）
で塩田を開き，製塩業を営んだ福永家の屋敷跡であり，
入浜式塩田の名残を見ることができる国指定重要文化財
である。現在の福永家住宅は，１９８０年代に江戸時代末
期ごろの塩業を想定し，復元したものではあるが，当時
の様子をうかがえるものとなっている。
　副読本では，この「福永家住宅」を中心とした構成と
することにし，まず，鳴門西小学校のある高島地域，大
塚製薬，大塚食品といった大塚グループの歴史について
の資料収集を行った。また，塩田での塩の作り方，塩，
にがりの特性についての情報の整理を行った。
　結果，副読本を「①塩田の歴史（成見）」，「②にがりの
特性（原）」，「③大塚グループの歴史（鈴木）」の３つで
構成することにした。 
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　副読本の作成に当たっては，歴史的背景についての講
義及び調査結果の検討・副読本のプロットに対する助言
等を踏まえ，写真撮影，インタビューの計画を組んだ。
また，副読本に掲載した写真については，大塚グループ，
鳴門市教育委員会や大塚食品徳島工場の方にご協力をお
願いし，提供いただいた。副読本の作成の際には，小学
生を意識した文章や写真を選択し，レイアウトを工夫し
た。校正の段階では，作成した副読本の記述や内容の適
否について鳴門市教育委員会や大塚グループ，鳴門西小
学校に確認を依頼し，記述の妥当性について検討いただ
いた。　 （原　　伸気）
Ⅱ．教材開発の過程
⑴　見学・インタビュ−の実際
　①　福永家住宅への見学
　福永家住宅の見学は，２０１６年７月，１２月，２０１７年１
月に行った。最初の見学は，福永家住宅の公開日に合わ
せて参加し，福永家住宅の歴史的位置づけや塩田の作業
の実際について，鳴門市ボランティア協会の方にご説明
いただいた。
　次に，１２月は，７月同様，鳴門市ボランティア協会の
方のご協力を受け，鳴門西小学校の６年生とともに福永
家住宅の見学を行った。見学の際，小学生の支援を行い
つつ，彼らがどのような点に興味関心を持つのかについ
ての観察を行った。
　最後に，２０１７年１月は，鳴門市教育委員会の方にご
協力いただき，全体構想をもとに教材に必要な写真撮影
を行った。
　②　大塚食品徳島工場への見学・インタビュー
　大塚食品徳島工場へは，２０１６年６月と２０１７年１月に
見学を行った。６月には，副読本作成のための教材研究
の一環として行った。大塚食品徳島工場で現在作られて
いる製品の，製造ライン，出荷といった一連の工程の見
学及び大塚製薬の歴史について学ぶことができ，副読本
の構想を練る上で情報を得ることができた。
　２０１７年１月は，副読本に掲載する写真撮影及び大塚食
品徳島工場についてのインタビューを行った。
　インタビューの内容は，「大塚食品徳島工場の堀内さん
にお話を聞いてみました」という形で副読本に掲載した。
　③　写真・資料の使用許可について
　写真については，以下の方にご協力いただき，撮影・
掲載を行った。
　撮影した写真は，各団体に許可をいただいたもののみ，
使用している。ご協力いただき，ありがとうございまし
た。
Ⅲ．副読本の具体
⑴　教材開発上の工夫
　副読本は，子どもが共感しながら理解ができるよう，
４人のキャラクターの会話で話を進める構成となってい
る。まず，教育者・指導者の立場として「塩博士」，「ロ
ボ犬」を設定した。そして，学習者の立場として「コウ
くん」，「アイちゃん」を設定している。
　例えば，「コウくん」や「アイちゃん」の気づきとして，
「流下式塩田の風景だね。なんだか地面がななめになっ
ているね」，「入浜式塩田の作業の様子ね」（p.３）を示す
ことにより，子どもの気づきを促している。また，「にが
りって何だろう？」というアイちゃん，コウくんの疑問
に，塩博士やロボ犬が「にがりは塩をとる過程で，でき
るんだ」，「塩は年間１３０万トンつくられ，その内にがり
は２５万トンつくられるワン！」のように答えることで
「にがり」について分かりやすく理解させる工夫を行っ
ている。このように，４人のキャラクターの会話を通し
て，「問い」と「答え」の学習の場面を表現することがで
きたといえる。
　また，４人のキャラクターの会話だけでは，塩業とい
う現在は行われていない産業をイメージさせることは難
しい。そこで，「塩のつくり方」（p.３），「にがりの効果」
（p.４－５）については，４コマ漫画を用いることにした。
４コマ漫画は，それぞれのコマで伝えたい内容をコンパ
クトに表現でき，また，コマを進めるごとに，まとまっ
た内容を伝える効果が期待できるからである。
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　以上のように，写真や文字資料だけでなく，イラスト
や４コマ漫画を表現の手段として用いることにより，文
章や文字だけでの説明だけでは分かりづらい内容を可視
化することができ，結果，子どもが内容を理解する上で
の手助けとなったことが期待される。　 （原　　伸気）
⑵　副読本の具体
　以下，全８ページで構成される副読本の具体について
説明を行う。
　①　鳴門の塩づくりをたどる
　「塩田の歴史」に対応するパートであり，全４ページで
構成されている。また，さらにこの内容について，「塩田
を開く」，「すがたをかえた塩田」，「塩のつくり方」の３
項目に分けて説明している。
　「塩田を開く」では，鳴門が塩田を開くのに適した地形
であったこと，高島に塩田を開いた篠原孫左衛門のこと，
桑島のえびす山に塩田を開いた馬居七郎兵衛と大谷五郎
右衛門のこと，徳島藩の蜂須賀氏が塩田の保護と奨励を
行っていたことを取り上げ，鳴門に塩田を開いた経緯と
その後の発展についてまとめている。また，取り上げて
いる塩田を最初に開いた人物については，その解釈が分
かれており，その事実を認定するのに十分な根拠が確認
できなかった。そのため，推定という形でまとめている。
　「すがたをかえた塩田」では，１９６０年代後半以降に国
の施策によって塩田が廃止され，イオン交換膜法に転換
したこと，塩田の跡地を利用して新しいまちづくりがお
こなわれたことを取り上げ，１９６０年代後半の鳴門の様子
をまとめている。
　「塩のつくり方」では，かん水を作る作業とかん水を煮
詰める作業の２つに分けて説明した。まず，かん水を作
る作業の例として，入浜塩田と流下式塩田について取り
上げた。文章では伝わりにくいため，かつての入浜塩田，
流下式塩田の写真とともに，４コマ漫画でその違いと塩
の作り方を表現した。視覚的な表現により，子どもの理
解が深まることが期待されると考えたからである。
　次に，集めたかん水を煮詰める作業の例として，国指
定重要文化財である福永家住宅を取りあげた。福永家住
宅は，塩づくりに関する建物と塩田が一緒に残っている
ものとしては日本国内では唯一のものであり，かん水を
煮詰める作業のための作業場が復元されている点，また，
鳴門西小学校の校区内にあり，子どもの身近な生活圏内
にある点がその理由として挙げられる。福永家住宅を活
用することで，児童に興味・関心を持たせ，親しみを感
じる効果が期待できると考えたからである。
　また，「塩田の歴史」のパートの最後に，塩づくりの過
程で産出されるにがりに触れ，次の「にがりの効果」に
ついての内容につながるような表現を意識した。
 （成見宏太朗）
　②　塩の新たな可能性−にがり−
　「にがりの効果」に対応するパートであり，２ぺージで
構成されている。このパートは，「塩田の歴史」と「大塚
グル－プの歴史」をつなげる役割を担っている。つなげ
る際の核となるのが，「にがり」である。
　子どもにとって塩は身近であっても，にがりはあまり
身近に感じることができない存在である。そこでにがり
がどのような用途で使われているか，またそれらが自分
たちの生活にどれだけ身近であるかを理解させるために，
にがりの定義，にがりの構成要素，にがりに含まれてい
る成分からできる商品の一覧を示した。また，これらを
視覚的につかませるために，写真や表，４コマ漫画を用
いた。にがりに関連する商品として，豆腐は有名であり，
知っている子どもも多いと推察されるが，消防服やタイ
ヤ，飲料など，あまり知られていない意外なものに使わ
れている事実がある。商品の一覧では，このような意外
性のあるものも取り上げることにより，にがりに対する
児童の興味・関心を刺激できると考えた。
　自分たちの知っているものが，にがりと深く関わって
いることに気づかせることで，次の「大塚グループの歴
史」への興味関心を喚起することを意図している。
 （原　　伸気）
　③　大発見！にがりの可能性
　「大塚グループの歴史」に対応するパートであり，２
ページで構成されている。
　ここでは，塩づくりの過程で排出された「にがり」を
使った製薬原料の開発をきっかけに発展したこと，現在，
（左から，コウくん，ロボ犬，塩博士，アイちゃん）
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徳島県にとどまらず，世界へと羽ばたく大きな企業へと
発展していることを取り上げ，大塚製薬に代表される大
塚グループについて，「大発見！にがりの可能性」，「大塚
製薬のはじまり」，「にがりを私たちのくらしへ」，「イン
タビュー」の４項目でまとめている。
　「大塚製薬のはじまり」では，創業者である大塚武三郎
が塩田残渣に着目し，にがりを使った製薬原料から大塚
製薬が誕生したことについて触れている。次に，「にがり
を私たちのくらしへ」では，塩の副産物の加工を通して
ポカリスエットが誕生したことについて触れている。「イ
ンタビュー」では，大塚製薬の海外展開について，大塚
グループの方のお話としてまとめた。　 （鈴木　愛理）
Ⅳ．考察
　成果として以下の３点が挙げられる。
〇鳴門市ならではの教材を取り上げた副読本を作成した
点である。また，副読本の中に学習場面（教師による
問い，子どもの答え）を想定することにより，指導者
の立場と学習者の立場のそれぞれの立場から，学習内
容を考察した点も意義の１つとして挙げられよう。
 （原　　伸気）
〇鳴門の塩田の歴史については新たな教材を見つけるこ
とができた。　 （成見宏太朗）
〇目に見えるかたちとなって副読本が出来上がったこと
が一つの成果であり，鳴門の地誌について調べていく
中で新たな発見や気付きが出来た。　 （鈴木　愛理）
　課題としては以下の２点が挙げられる。
〇学習者に問題意識を芽生えさせ，問題を考察させたり
する発問や内容構成が少なかったと感じている。取り
上げた教材（今回は塩）を巡る地域の課題を取り上げ，
その対策について考えたり，話し合ったりする場面を
入れる工夫も必要であると感じた。　 （原　　伸気）
〇いろいろな文献をもとに構成していったが，取り上げ
られないものも多かった。これらをどのように取り上
げるかは今後の課題である。　 （成見宏太朗）
Ⅴ．おわりに
　小学校社会科における地域学習の教材となる「副読本」
の開発を行った。今回の研究では，連携校のある地域の
歴史的背景を踏まえ，「塩」をテーマとした副読本を作成
した。
　本研究の成果は以下の３点に集約される。
　１つは，子どもが身近な地域を学習する上での参考と
なるテーマを副読本として教材化できた点である。教科
書は，小学校の地域学習の教材として扱いづらい面があ
る。子どもの「身近な地域」にある事例をテーマに沿っ
てまとめたものを用いることにより，効果的な地域学習
が期待できるといえる。
　２つは，「今」の子どもの生活に直接的につながるテー
マを取り上げた点である。今は存在しない産業である塩
業が，今の生活に欠かせない産業につながっていること
が示唆される副教材となったといえる。
　３つは，鳴門市教育委員会，鳴門市ボランティア協会，
大塚グループをはじめとした様々な機関・企業との連携
の上で作成された副読本であるという点である。地域の
歴史は多様であり，また状況も年々変わっていく。その
意味では，地域学習のテーマにより多くの選択肢を与え
ることが必要ではないだろうか。今回の学習を通して，
副読本づくりは教員の実践力育成にもつながることが示
唆された。今後も，連携を試みることでよい意味での化
学反応が期待できるといえる。
　一方で，課題としては以下のようなことが挙げられる。
　１つは，副読本の効果について検証していない点であ
る。本副読本を活用した授業を行い，実際に期待される
効果があったか否かを確認する必要がある。
　２つは，副読本作成にかかる資料の著作権の問題であ
る。今回はそれぞれの機関にご確認いただき，使用でき
るもののみ活用したが，筆者の確認ができず使用できな
かったものもいくつかあった。効果的な学習につながる
資料をいかに集めるかも課題であるといえる。
　以上の成果，課題を踏まえ，今後，他のテーマでの副
読本も開発していきたい。　 （井上　奈穂）
◎謝辞
　本副読本の開発・実践にあたり，鳴門市教育委員会，
大塚食品徳島工場，鳴門市観光ボランティア協会の方に
は見学・取材で大変お世話になりました。また，鳴門西
小学校の前田晴雄先生には，文章表現や資料について
様々な形でのご指導・ご助言を頂きました。ありがとう
ございました。　 （井上　奈穂）
◎追記
　本稿の内容は筆者一同の共同作業の成果であるが，本
稿に記した報告の最終的な文責は井上にある。なお，副
読本のイラストはすべて，原伸気によるものである。
 （井上　奈穂）
脚　　注
１）これまでに井上らは小学校における概念の習得・活
用を行う授業の開発を行ってきた。
２）大塚製薬工業部は，塩田残渣から炭酸マグネシウム
をつくる科学原料メーカーとしてスタートした。
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